に, リリ 


この た び は 本 調 屈 を 、 お 買い 上 げ い た だ さま し て 
あり が と う ご ざい ます 。 
この 取扱 説明 書 は 、 本 製 足 の 使い か た と 使用 上 の 


7 が 記 
し た が っ て 正しく お 使い くだ さい . 
また 、 お 読み に な っ た 後 も 、 こ の 取扱 説明 習 を 
すぐ に 取り 出せ る 所 へ 大 切 に 陣 存 し て くだ さい 。 


NN 


肢 立 は 、 正 し く 使わ れ て いな いと 転倒 や 
転落 の 危険 が あり ます 。 お 使い に な る 
と き は 、 脚立 の 安定 し た 状態 を 確認 し て 
くだ さい 。 

肌 立 は 、 呈 降 面 の 左右 方 向 に 転倒 し や 
すい の で 、 十 分 注意 し て お 使い くだ さい 。 

@2m 以 上 の 高 所 で の 作業 時 は 、 ヘ ル メ ッ 
ト と 安全 帯 を 着用 し て くだ さい 。 

全 こ の 取扱 説明 寺 に 填 か れ た 使い か た 
以外 の 使用 方 法 や 注意 事項 を 守ら ず に 、 
事故 を 起こ され て も 責任 を 負い か ね 
ます の で ご 了承 くだ さい 。 


も くじ 
表示 マー ク 1 
各部 の な まえ 
安全 の た め に 、 必 ずっ て いた だ きた いて と 4 
ご 午 聞 の 検 回 
即 立 の 使い か た 1o 
1 充 所 に つい て 1o 
脚立 に する と き と た た みか た 1o 
8 兄 りか た 贅 り か た 作業 の し か た 1a 
作 後 の お 手入れ と 保管 の し か た 13 
1. お 手入れ の し か た 13 
ら 保 結 の し か た 1a 


[時 吹か な ?」 と 事 っ た ら ( 不 油断 ) 14 


表示 マー ク に つい て 


取 缶 明 因 や 抽 忠 の ラベ ル に 記載 され て いる 
條 マー ク 付 き の 説 明 は 、 安 全 上 、 特 に 重要 な 
項目 で すか ら 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


人 危険 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 や 
天 な 事故 が 生じ る 訪 際 が 杜 め て 大 きい て と を 
示し ます 。 


株 生 
に 」 


再 さ れ て いる 内 容 を 守ら な けれ は ば 、 死 亡 や 
作 寺 玉 が 生じ る 公 険 が ある こと を 示し まず 。 


了 
履 注 意 

記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 け が や 
SD98M す Sh あこ と を が ます 


大 し た まま で 使用 し ます と 、 転 や 転落 に 
よる 人吉 故 の 大 (に な り ます 。 


ぐ 


EE 
この マー ク は 、 禁 庄 ( し て は いけ な いこ と ) を 


示し ます 。 


< 夫 表 示 に つい て > 

革 表 示 の 要 吉 が 一 目 で 理解 で きる よう に 、 
『 告 ラ ベル の 中 で 給 表 示 を 使用 し て いま す 。 

失 表 示 に は 下記 の 意 吹 が あり ます . 


ブ ] 感電 注意 

持ち 運び や 移動 設置 時 に 、 配 電線 に 可 れ る 

と 感電 し て 危険 で ある こと を 示し ます 。 
可動 部 や 回 転 部 で 

| 手 を は さま な いよ う 注意 

を 開 誠 ずる と だ に 、 ロ や 上 枯 部 な ど で 

手 を は さむ れ が ある こと を 示し ます 


国 ti り 叶 HHa 


バラ ンス を くず し て 、 転 倒 や 転落 の 危険 が あ 
る こと を 示し ます 

開き 止め 金具 の 

[ じ ロッ ク 忘 れ に 注意 

で 止 ゆ 全員 の ロッ ク を 訪れ て 使う で 肝 


が 岡 明 し 、 疫 や 転落 の 負 れ が ある こと を 
示し ます 。 


ここ に の る こと 禁止 
バラ ンス な くず し て 、 坂 負 や 技 落 の 信 記 が ある 
こと を 示し ます 。 


| 方 向 転 同 に 注意 


バラ ンス を くず し て 、 坂 投 や 央 の 恐れ が ある 
こと を 示し ます 。 


音 部 の な まえ 


く 両 面 昇降 タイ プ > 


條 久 険 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:B- 11 


REOISH 


公 准 告 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:Bー 13O) 
(人 匠 | で paymeWmss 


條 久 険 ラベ ル 

(ラベ ルナ ン バ ー:Bー 18- 〇 ) 
この ラベ ル は 乗っ て は いけ な い 

還 で ん に 取っ て あり ます | 
(|:ccoscaEG 


公使 用 上 の 注意 ラベ ル ー 
(ラベ ルナ ン バ ー:B-8-O) 


に 
SS 
神 人 金 必 SS、/ 
7 / / 
滑り 止め キャ ッ プ 


基 坂 と 


修 草 千 ラベル 
(ラベ ル テ ナン バー:Cー2- 〇 ) 


(ラベ ルナ ン バ パー:B-9- 〇 ) 


| 人 凶 険 ラベ ル 


| 條 旨 告 ラベ ル 
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| 人 旨 告 ラベ ル 


N 
N 表示 ラベ ル 
M 

開き 止め 金具 


支柱 


バー を ご 回 絡 くだ さい 。 
E 理 さ れ て いま す 。 


間 部 の な まえ 


< 上 面 昇 降 タイ プ > 


條 危険 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:Bー1 1 - 〇 ) 


SS) 


條 警告 ラベ ル 
(ラベ ルナ ン バ ー:Bー13ー 〇 ) 
(人 候 穫 | で sezaemise 
企 劉 険 ラベ ル 


(ラベ ルナ ン バ ー:Bー-18- 〇 ) 
この ラベ ル は 乗っ て は いけ な い 


ヒン ジ ( 加 転 全員 ) 


候 資 告 ラベ ル 


(ラベ ルナ ン !(ー:Bー-9-O 
| ナ 人 な 腐 ラベ ル 


叶 ざ ん に 胎 っ て あり ます 半生 ラベ ル 
NE で | 6 
使用 上 の 注意 ラベ ル トラベル 


(ラベ ルナ ンー:B-8-O) 


理 ざ ん 


治り 止め キャ ッ プ 
( 手 和 具 ) 


この 開き 止め 金具 は 、 交 差 タイ プ で す 。 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ きた いこ と 


悪さ れ て いる 注意 事項 を 守ら 
な いと 、 死 記 や 重大 な 事故 、 必 の 強 的 が 
生じ る 攻 れ が あり ます 。 


1 使用 条件 に つい て 


修 著 告 肝 立 と し て の 用 導 以 外 の 
使い か た を し な いで くだ 
さい 。 

me 

て の 補語 は 、 誠 い 所 で 作業 する た め の 場 

と し て 作ら れ た [衝立 で す 。 

合い た を 読 っ た り 、 用 途 D の 使い か た 

を し ます と 軸 や 転 逢 に よる 天 な 事故 

の 人 れ が あり ます 。 


公費 告 この 上 品 は 、 本 体 表示 ラベ ル 
で の 最大 使用 質量 の 欠 国内 
(!】 で 攻 用 し て くだ さい 。 
上 


体重 と 符 物 の 合 時折 明 が 、 最 大 使用 質 量 を 
超え る と さ は 、 使 用 し な いで くだ さい 
また 、 荷 物 は バラ ンス が 保てる 程度 の 
大 き さ や 重 さ に し て くだ さい 。 


條 殴 告 お 子 欄 や 取扱 説明 書 . 秋 告 
ラベ ル の 内 容 が 理解 で き 
な い 人 に は 、 使 わせ な いで 

E 。 くだ さい 。 

この 抽 品 の 取扱 説明 妊 や 告 ラベ ル に は 、 

安全 に 使用 する 上 で 特に 面 要 な こと が 填 

か れ て いま す の で 、 内 容 が 理解 で き な い 

人 が 使う と 、 還 大 な 事故 に つなが る 恐れ 

が あり ます 。 


修 署 告 半 立 を 加工 や 改造 し な いで 


Q く くだ さい 。 


3 
還 大 な 事 友 起す 玲 れ が あり ます < 


注意 全休 が 下記 の 状 表 の と き は 、 


ぐ 使わ な いで くだ さい 。 


aiE 
疲れ て いる と を 
@ 舟 や お 洒 學 ん だ と を 
内 や 馬 振 し て いる と さ 
呈 伯 に を 感じ る と さ 
身体 の バラ ンス が 
保 て す 、 丘 や な 
匠 落 の 名 れ が 
ありま す 。 Fa 
e 蜂 


可 


注意 又 りつ け て ある ラベ ル が 
無く な っ た り 、 読 め な く な っ た 
屋 は 使わ な いで くだ さい 。 
必ず 、 抽 儲から 新しい ラベ ル を 取り 寄せ 、 
王 し い 人 男 に 貼り 、 内 容 を 理解 し て か ら 
優 っ て くだ さい 。 
※ ラ ベル を 取り 寄せ る と き は 、 ラ ベル の 
ナン バー(②、3 ペ ー ジ を 参照) を ご 吉 衝 
くだ さい 。 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ さき た いこ と 


この 製品 を 人 に 貸す と き は 、 
取扱 明 者 も 共に 貸し 出し て 
くだ さい 。 


安全 に 使用 する 上 で 特に 
王 破 な こと が 電 か れ て いま す の で 、 よ く 
ご 理 退 の うえ 使う よう に 指 層 し て くだ さい 。 


必 注 意 全 用 に 中 し た 服装 で 使っ て 


ゆ くだ さい 。 


抽 品 に 引っ 畠 か っ た り 、 す そ を 称 み つけ る 
悪 れ の ある 孤 装 で 使用 し な いで くだ さい 。 


ら . ご 使用 に な る 前 に 


を 行い 、 異 堂 の な いこ と を 
確認 し て くだ さい 。 

因 常 の ある と は 、 抱 対 に 使わ な いで くだ 
さい 電 大 な 事 公 に つなが る 恐れ が あり ます 。 


小紋 告 形 し た 脚立 を 使わ な い 


Q で くだ さい 。 


WE 
この 製 呈 は アル ミ 製 で す 。 向 が っ た アル ミ 
材 は 曲げ 直す と 宰 度 が いち じ る し く 低下 
し ます , し た が っ て 、 変 玉 し た 計 呈 を 修理 し て 
側 い ます と 、 容 易 に 折れ た り 旧 が っ た り し て 、 
玉 大 な 事故 の 随 因 に な り ま す 。 


3 運ぶ と き は 


注意 トラ ッ ク な ど に ロー ブ で 
! 定 する と き は 、 ロ ー ブ を 
激しく 引っ 張ら な いで くだ 

sr さい 。 
昌 放 に 和 員 が 入り 、 使 用 中 に 折れ て 転 
する 区 れ が あり ます 


注意 持 5 層 ぶ と き は 、 引 きず っ た り 、 
投げ た り 、 天 民 に 扱わ な いで 
くだ さい 。 
WE 
乱 民 に 扱う と 、 変 形 や へ こみ ・ 破 問 の 原因 に 
な り ま す 。 


4 設置 する 場所 に つい て 


人 久 険 下 置 する と き や 持ち 運ぶ 
と き は 、 配 電線 に 注意 し て 
くだ さい 。 


ト 
この 製品 は 因 和 を 通 し ます の で 、 配 線 に 
触 れる と 感 急 し 、 恒 大 な 事 放 に つなが る 
誰が あり ます 。 


人 萬 告 下 立 が 安定 し な い 場 所 に は 、 


Q 設置 し な いで くだ さい 。 


設置 場所 が 下記 の 状態 で は 、 肢 立 が 傾い て 

半 還 や 転落 の 球 れ が あり ます 

@ や わら か い 地 面 で 、 肝 立 が 安定 し な い 電 所 、 

@ 役 症 が あっ た ら 、 包 上 が あっ て 安定 
し な い 場所 。 

@ 庁 立 が ガタ ツク 電 所 。 

偽 侍 し て いる 地 国 や 床屋 禁 の 上 。 

@ 考 宝 し て いる 場所 

@ そ の 他 、 安 定 し な い 電 所 。 


條 故 告 肝 立 が 滑り や すい 場所 に は 、 


Q 設置 し な いで くだ さい 。 


ト LT 

設置 電 所 が 下記 の 状態 で は 、 還 や 大 の 

測れ が あり ます 。 

滑り や すい ビ 
仏 板 の 上 。 

@ 活 れ て いる 場所 。 

生 宇 や 沖 牛 し て いる 場 

9 政 - ご みほ こり 沙 工 な ど で 滑り や すい 
場所 

@ そ の 他 、 沿 りや すい 場所 。 


條 警告 人 の 出稿 や ドア の 前 に は 


Q 設置 し な いで くだ さい 。 


出入 りす る 和 人 や 開け た ドア で 、 肝 立 が 全 | 
され て 坂 還 や 転落 の 取れ が あり ます 。 


ー ル 衰 の 床 . タ イル | 


人 卵 街 雨 の 中 や 風 の 強 い 場所 に は 、 


Q 設置 し な いで くだ さい 。 


滝 れ た 磁 ざ ん で 沿っ た り 、 強 い 財 を 玩 け て 
号 体 の バラ ンス を くず し て 、 直 仙 や 転 基 の 
列 れ が あり ます 。 


修 罰 告 足元 や 周囲 が は っ きり 
見 えな い 暗がり に は 、 設 置 
し な いで くだ さい 。 


WE 
足 を 中 み 外し た り 、 財 因 の 誠 際 な 物 に 気付 
か な いこ と が 原因 で 、 衝 倒 や 洲 の 臣 れ が 
あり ます 。 


小 注 意 周 団 に 危険 な も の が あ 
Q る 場所 や 、 豆 上 に 障害 物 


の ある 場所 に は 設置 し 
は な いで くだ さい 。 
半周 や 胃 洲 の 私 れ が あり ます 。 


5 開明 する と き 


修 稿 告 妹 立 を 開閉 する と き に 、 可 
重用 や 回 転 部 な ど で 、 手 を 


は さま な いよ うに 注意 し 
am 。 て くだ さい 。 
けが を する 玲 れ が あり ます 。 


安全 の た め に 、 必 ず 守 っ て いた だ さき た いこ と 


條 警告 天 冬 を 完全 に 開き 、 開 さ 止め 
金具 を 確実 に ロッ ク し て 
くだ さい 。 


7. 昇り 降り や 作業 する と き 


修 久 険 天 板 の 上 に は 、 絶 対 に 乗っ 
た り 、 座 っ た り 、 ま た が っ 


條 警告 半 立 を 高く する た め に 、 肝 立 

に バイ ブ や 木 な ど を つない 

だ り 、 台 や 箱 の 上 に 乗せ た り 

jaE 。 し な いで くだ さい 。 

つなぎ 目 が 折れ た り 、 
台 や 箱 が 移動 し て 、 
国 や 暫 落 の 私 れ が 
あり ま 


修 和 告 有 立 を 折り た た ん だ まま 、 
理 物 に 立て 授け た り 、 水 平 に 
し て 使わ な いで くだ さい 。 

3 

不定 な 便 用 の た め 

バラ ンス を くず し て 、 

琶 や 四 落 の 私 れ が 

あり ます 。 


財 き 止め 金 只 の ロ た り し な いで くだ さい 。 
ッ ク が 不 和 分 で 使 se 
うと 半 が 印 時 し 、 バラ ンス を くず し て 、 
還 や 転落 の 共 れ 転 や 転落 の 存 際 が 
が あり ます 。 あり ます 
必 叶 
6 設置 する と き 


小 劉 険 「 に こ に の る こと 茜 止 ] の 
ラベ ル が 貼っ て ある 中 ざ 
| ん (12 ペ ー ジ 参照 ) に は 、 
FT3 乗ら な いで くだ さい 。 
バラ ンス を くず し て 、 還 倒 や 転 若 の 久 際 が 
あり ます 。 


本 


紋 告 同時 に 2 人 以上 生 ら な いで 


Q く くだ さい 。 


3 
脚立 が 不安 定 に な り 、 
転倒 や 転落 の 各 れ が 
あり ます 。 


四 千 財 立 を 痛 に し た り 、 手 放し で 
Q 呈 り 陸 り し な いで くだ さい 。 


WE 
号 体 が 不安 定 に な り 、 


あり ます 。 


公募 告 妹 立 の 支柱 か ら 身体 を 乗り 


ぐ く 出さ な いで くだ さい 。 


FT 
身体 を 乗り 出す と 
バラ ンス を くず し て 、 
転倒 や 転落 の 弄 れ 
が あり ます 。 


修 紋 告 身体 の 安定 が 得 られ な い 
よう な 荷物 を 持っ て 、 昇 り 
際 り し な いで くだ さい 。 
sw 
バラ ンス を くず し て 、 
還 や 転 系 の 玖 れ が 
あり ます 。 その よう な 
稚 物 が ある と さ は 、 
者 に 衣 負 うな ど し て 、 
責 手 両足 が 使え る 
状態 に し て くだ さい 。 


修 牙 告 軸 さ 止め 金具 に 足 を 乗せ 
KN た り 、 体 量 を 掛け な いで 


くだ さい <。 
足 が 浴 っ た り 、 
計 き 上 め 金 内 の 
訪 押 に よっ て 、 
転 飼 や 転落 の 恐 
が あり ます 。 
小 警告 使用 中 、 肢 立 の 上 で 壁 や 

物 を 無理 に 押し た り 、 引 い 
FT3 の 


時 に 押し た り 、 
3MVED す る と 、 
反動 で 有 立 が 
不安 定 に な り 、 

還 全 や 転落 の 
H が あり ます 。 


小 草 告 二 つ の 脚立 の 問 に 板 を 
か け て 、 足 場 な ど に 使わ 

FT3 ーー 語 
監 ざん な ど が 破損 
し た り 、 郵 立 が 不安 
定 に な っ て 、 板 角 
や 転落 の 世 れ が お SA 
り ます 。 | 


條 注意 役 立 は 情 画 に 昇り 降り し 、 
午 立 の 須 中 か ら 、 飛 び 降り 
た り し な いで くだ さい 。 
se 
作 害 事故 の 悪 れ が あり ます 降り る と き は 、 
最 下 の 和 ざ ん まで 使っ て 居 臣 に 降り て 
くだ さい ・ 


ご 使用 前 の 点検 


過 立 を お 使い に な る 前 に は 、 下 記 の 店 検 を 
行い 、 異 衣 の な いこ と を 員 認 し て くだ さい 。 
また 常に 対し て 処置 の で きる も の は 、 正 し い 
向 半 を し た 後に 使用 し て くだ さい 。 


1. 目 で 見 て 、 下 記 の 点検 を し て くだ さい 。 


@ 話 ざん に グリ ー ス . 油 . 当 氷 ベ ン キ な 
治り や すい も の が 付い て いな いか 座 認 
し 、 付 いて いる 場合 は され い に 拭 取 っ て 
くだ さい . (13 ペ ー ジ を 参 妥 ) 

の @ 支 和 に 田 か り ・ ね じ れ - へ て み が あ り ま せん か 。 
ある 場合 は 、 細 対 に 使わ な いで 選 径 し て 
くだ さい 。 


@ 広 ざん に 曲がり ・ へ こみ が あり ませ ん か 。 
ある 場合 は 、 細 対 に 使わ な いで 選 径 し て 
くだ さい 。 


の @ 各 癌 の 援 合 部 に 割れ や いち じ る し い 放 人 
が あり ませ ん か . ま た 、 取 り 付け 部 
肝 . 府 ・ い ち じ る し い 中 廊 が あり 
ませ ん か 。 あ る 場合 は 、 絶 対 に 使わ な いで 
諾 系 し て くだ さい 。 


@ リ ベッ ト - ね じ - ビ ピン な どの ゆる みや 次 け 落 ち 
が あり ませ ん か - あ る 場合 は 、 絶 対 に 使わ 
な いで 廃 し て くだ さい 。 

@ 沿 止め キャ ッ プ ( 支 机上) が 外れ た り 、 
すり 減っ た り し て いま せん か 。 外れ た り 、 す 
り 江 っ た り し て いる 場合 は 、 弧 対 に 便 わな 
いで くだ さい . 必ず 幣 社 まで 相談 い た だ 
さ 、 新 し い 滑り 止め キャ ッ ブ プ (議員 ) と 
交換 し て くだ さい 


2- 下 記 の 所 を 触っ て 貞 検 を し て くだ さい 。 


の 各 取 の 夏 ざ ん を ね じ っ て みて 、 ガ タツ キ 
が な いか 京 概して くだ さい 。 ガ タツ キ が か 
る 場合 は 、 絶 衝 に 使わ な いで 府 研 し て く 
だ さい 


3. 支 柱 を 開明 し て 、 下 記 の 点検 を し て 
くだ さい 。 


⑥ ス ムー ズ に 義明 で きま すか 。 
スム ー ズ に 開 団 で き な い と き は 、 左 右 の 
ヒン ジ ( 回 転居) に 泥 や セメント ご み の 」 
喝 み 込み が な いか 点検 し 、 あ れ ば 取り 
除い て くだ さい ・ 

@ 左 右 の ヒン ジ ( 回 転 会 只 ) の ゆる みや ガタ 
ツキ が あり ませ ん か 。 
ガタ ツキ が ある 場合 は 、 ヒ ンジ (回 還 人民 ) 
の ゆる みや 外れ が 考え られ ます の で 、 絶 対 に 
使わ な いで 廃棄 し て くだ さい 。 


@ 同 さ 止め 企 只 が 天 に ロッ ク で きま すか 。 
礎 実 に ロッ ク で き な い 場合 は 、 細 対 に 使 わ 
な いで 評 し て くだ さい 」 


脚立 の 使い か た 


1. 設 置場 所 に つい て 


平 昌 で 安定 し た 所 、 治 り に くい 場所 、 ま た 提 
立 が 埋もれ な い 則 所 を 選ん で 設 書 し て くだ 
さい 

市 や 水 の か か ら な い 因 所 、 導 を 静 け な い 
場所 に 設置 し て くだ さい 。 

膨 立 の 民団 に 人 際 な 物 が な く 、 パ バランス の 良 
い 作 拓夫 で 使え る 位置 に 蔽 軒 し て くだ さい ・。 

@ 設 人 は 九 立 に ガタ ツキ が な いか 古 認 し 、 あ 
る 場合 は 立 の 位置 移動 し て ガタ ツキ を 
取ら 陰り て くだ さい 。 


ら 脚 立 に する と き と 
た た みか た 


剛 が Bm 以上 や 時 い 場合 は 、2 人 で 行っ て 

くだ さい 。 

@ 座 立 を 折り た た ん だ 状 台 の まま 、 訂 面 に 
吾 か せ て 著 い て くだ さい 。 

@ 府 立 の 天 板 を 持ち 上 げ て 、 政 ざん を 持ち 
厩 え な が ら 引 こし て くだ さい 。 

9 上面 の 支柱 を 図 の よう に 可 手 で 持ち 上 げ 
な が ら 、 肝 立 を 関 さ 設置 し ます - 


| @ ガ タツ キ が な いか 周 


@ 有 立 の に 
レン ある 鉛 學 は 
取り 除く 


@ 平 地 で 安定 し た 場所 
滑ら な い 昌 所 

半 立 が 十 も れ な い 場所 
@ 雨 や 水 の か か ら な い 場 所 


0 
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脚立 の 使い か た 


9 時 いた 有 立 は 、 半 き 止め 金 内 で 確実 に 
ロッ ク し て くだ さい 


中 折れ タイ ブ 


※ 角 際 す る と き は 、 開 き 止め 金具 を 上 に 
あげ て くだ さい ・ 


ロッ ク の し か た 


/。 


な 3 
ONW ッ ク す る 。 


リク ネッ 

ロッ ク 各 け 半 

左右 の 問 さ 止め 條 具 を 反対 の 支柱 に 
ロッ ク し て くだ さい - 


※ 解 除 する と さ は 、 開 止め 金具 の 
ロッ ク ネ ジ を 回 し て 、 ロ ッ ク を 解除 
し た 後 、 族 き 止 め 合 具 を 収 維人 支 
に ロッ ク し て くだ さい 。 


@ 符 立 友 暫 り た た お と き は 、 関 き 止め 金具 の 
ロッ ク を 解除 し た うえ で ⑯ 一 @ の 迎 の 手 
怖 で 行っ て くだ さい ・ 


に に 
【!】 貞 財 は 、 価 重 に ゆっ くり 行っ て くだ さい . 乱 暴 に し ます と 可動 部 や 回 転 部 な 


て “で 手 を は さん だ り 、 変 や 太原 因 に な り ま すず 。 


3. 昇 りか た ' 降 りか た 作業 
の し か た 


る に 、 必 ず 左 右 の 開き 止め 人 内 が 直実 に 
ロッ ク さ れ て いる こと を 礁 し て くだ さい 。 
運動 迷 な ど 、 消 り に くい は 物 を は いて 
くだ さい 。 

考 体 前面 を 有 立 の 見 降 面 に 向け 両手 
両 二 を 使っ て 、 全 に 足り 降 り し て くだ さい 。 
生物 が ある と だ は 、 痛 中 に 育 負う な ど し て 、 
本 手 を 使え る よう に し て くだ さい 

肝 立 の 上 で 作業 する と き は 、「 こ こ に の る 
こと 上 止 」 の ラベ ル の 貼っ て いな い 路 ざ 
ん に 立ち 、 天 板 や 虹 ざ ん に 身体 を 当て 、 
誠 下さ せ た 状 態 作業 し て くだ さい 

@ 立 の 上 で 作業 する と さ は 、 肝 立 の 立柱 か 
身体 を 束 出 さ な いで くだ さい 。 

9 陸 り る と さ は 、 鐘 び 府 り ず に 1 段 ずつ 中 
ん に 足 を 持 け 、 最 下段 の 路 ざ ん まで 使っ て 
叙 和 に 降り て くだ さい 。 

@ 族 ざ ん に 系 る と き は 、 到 の よう に 足 を 近 げ 


@ 立 を 区 動 す る と き は 、 条 立 か ら 地上 に 降 
り て 有 動 し て くだ さい 


※ 人 用 最大 稿 楽 る こと が で きる 最大 の 計 さ 


2m 以 上 の 高 所 で の 
作業 時 は ヘル メッ ト 


正しい 足 の 掛け か た 


| WNW/ 


悪い 足 の 掛け か た 
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使用 後 の お 手入れ と 保管 の し か た 


1. お 手入れ の し か た 


半 立 に と っ て 泥 汚 淡 セ メト: 大 海水 は 

大 部 で す 。 いつ も きれ い に し て お いて くだ さい 。 

(掃除 の し か た 〉 

汚れ は 、 滑 れ ぞう きん な ど で き れい に 拭 
き 取 っ て くだ さい 。 

@ 汚 れ が いち じ る し い 電 合 は 、 水 洗い し た 後 
東 い た 仙 で 反り いて くだ さい 。 

@ 沿 系 の 活 れ は ク グリー ナー や 流 剤 で 落と し 
た 後 、 ク リー ナー や 洗 潮 が 残ら な いよ うに 、 
きれ い に 江 き 取っ て くだ さい 。 


八 意 
クリ ー ナ ー や 洗剤 を 付け た まま に し て いま 
す と 由希 還 に な り ます 。 


ら . 保 管 の し か た 


の ひ 生 や 直 和 日光 の 当たら な い 、 周 遂 し の 良い 
間 畑 し た 場所 を 選ん で 保管 し て くだ さい 。 
南 や 下 軸 日 光 が 当たる と 、 各 部 の 大 食 や 
劣化 に より 、 引 低下 の 原 因 に な り ま す 。 

@ 本 衣 品 が 潜 れ て いる と き は 、 二 分 に 東 
させ て か ら 保 詩 し て くだ さい 。 


AT1 


@ 保 和 中 は 、 本 製品 の 上 に 物 を 画 か な いで 
くだ さい . 変 形 の 原因 に な り ます 。 

@ や セメント ・ 石 区 の 近く に 本 製品 を 財 を 
ます と 、 化 学 反応 を 起こ し て 食 の 原因 に 
な り ま す の で 、 絶 対 に 置か な いで くだ さい - 


「 故 障 か な ?」 と 思っ た ら ( 不 調 診断 ) 


( 赴 家 ) @ 使 っ た と き に 、 グ ラグ ラ する 。 


京 模 す る 邊 所 


店 の し か た 


と 蘭 ざ ん の 搬 人 部 に 、 ゆ る みや ガタ ツキ が 
あり ませ ん か 、 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃 誤 し て くだ さい ・ 


支 H と ヒン ジ (同人 過 ) の 拉 人 如 に 、 ゆ る みや 
ガタ ツキ が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃 放 し て くだ さい ・。 


(現象 ) @ 間 止め 会 具 が 確実 に ロッ ク で き な い 。 
用 立 が スム ー ズ に 開 別 できない 。 


不 横 する 科 所 


和 四 の し か た 


止め 金 内 に 、 玩 形 が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃 茎 し で くだ さい 。 


ロッ ク 導 の 可能 が そこ な われ る よう な 破損 や 
変形 、 サ ビ 付 き が あり ませ ん か 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 。 


支柱 や ヒン ジ ( 回 転 人 金具 ) に 変形 が あり 
ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 廃棄 し て くだ さい 」 


ヒン ジ ( 回 転 金 央 ) が サビ 付い て いま せん か 


サビ 付い て いる 場合 は 、 回 転 上 に 注油 し て 
くだ さい 。 

能 が そこ な われ る よう な いち じ る し い 
サビ 付き が ある 場合 は 、 使 わな いで 記 広 し て 


(直人 ) @ 設 計 面 が 水平 で ある の に 、 ガ タ ガ タ す る 


頂 模 する 衝 所 


各店 の し か た 


肝 元 や 先 避 が 田 が っ て いま せ 人 か - 


男 が っ て いる 場合 は 、 使 わな いで 戻 業 し て 
くだ さい 。 


滞り 止め キャ ッ プ ( 支 革 具 ) が 、 外 れ た り 、 
すり 減っ た り し て いま せん か 。 


外れ た り 、 ず すり 減っ た り し て いる 場合 は 、 使 わ 
な いで くだ さい 。 ( 半 社 まで ご 相 謀 く だ さい 。 ) 
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「 麗 遼 か な ?」 と 思っ た ら ( 不 調 診 断 ) 


< 赴 家 ) @ 大 きく ガタ ガタ し て いる 。 


不 検 する 衝 所 


邊 婁 の し か た 


全体 に 大 きく 肛 が りや ね じ れ が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 戻 東 し て くだ さい ・ 


支柱 や 路 ざ ん に 、 曲 が りや へ こみ な どの 
形 は あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 鹿 研 し て くだ さい 。 


< 直人 〉 @ 折 り た た ん だ と き 、 合 わ さ れる 部 | 


I に 大 き な ズ レ が ある 。 


不 横 する 条 所 


和 置 の し か た 


ヒン ジ (回 全員 ) に 変形 が あり ませ ん か 。 


ある 場合 は 、 使 わな いで 記 乗 し て くだ さい 


ヒン ジ (回 金具 ) を 止め て いる リベット が 、 


ゆる ん だ り 外 れ た り し て いる 場合 は 、 便 わ 


ゆる ん だ り 外 れ た の し て いま せん か 、。 


な いで 商業 し て くだ さい 。 


仁和 に 天 各 が めった 曲 、 自 分 の 和 
さい 一雄 形 し た 本 休 や 金 只 は 、 


断 で 、 手 直し や 福 修 は 絶対 に し な いで くだ 
いち じ る し く 強 度 が 落ち て お り 、 手 直し し 


て も 本 体 や 金 員 の 破損 が 紀 こ り 、 転 倒 や 転落 に よる 人 自作 の 原因 に な り ます 。 


刺し イ つ 株式 会 社 


CB51O 大 販 宮 市 人 由 1.1-1 


お 客 欄 相 設 宣 EEHO1a0-302-869 


ooo-eioo な enaiooー13ioOXO 寺 日 
ゞ この は 人 が で: 特 し た も の で 
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用 を 和 じ ます 
7as4eooo1574 


